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運 用 報 告 書（全体版）

東京都千代田区丸の内1-8-1　丸の内トラストタワーＮ館
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－受益者のみなさまへ－
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上
げます。
さて、「マニュライフ・円ハイブリッド債券イ
ンカム・ファンド（年１回決算型）」は、この
たび、第４期の決算を行いました。
ここに、第４期の運用状況をご報告申し上げます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願
い申し上げます。

■当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／内外／債券
信 託 期 間 2019年10月25日から2029年10月25日までです。

運 用 方 針

マザーファンド受益証券への投資を通じて、
主に円建てのハイブリッド債券に投資するこ
とにより、インカム収益の確保と投資信託財
産の成長をめざして運用を行います。実質組
入外貨建資産については、原則として為替ヘ
ッジを行い、為替変動リスクの低減を図りま
す。

主な投資対象

ベ ビ ー
フ ァ ン ド

主として円ハイブリッド債券イ
ンカム・マザーファンド（以下
「マザーファンド」といいます。）
の受益証券を投資対象としま
す。

マ ザ ー
フ ァ ン ド

主に日本企業が発行する円建て
のハイブリッド債券を投資対象
とします。ただし、市場動向等
によっては円建ての普通社債、
日本国債、日本企業が発行する
外貨建てのハイブリッド債券等
に投資する場合があります。

主な投資制限

ベ ビ ー
フ ァ ン ド

①�債券への実質投資割合には制
限を設けません。
②�投資信託証券（マザーファン
ド受益証券および上場投資信
託証券を除きます。）への実質
投資割合は、信託財産の純資
産総額の５％以下とします。

マ ザ ー
フ ァ ン ド

①�債券への投資割合には制限を
設けません。
②�投資信託証券（上場投資信託
証券を除きます。）への投資
割合は、信託財産の純資産総
額の５％以下とします。

分 配 方 針

毎決算時（毎年10月25日。ただし、休業日
の場合は翌営業日とします。）に、原則とし
て以下の方針に基づき分配を行います。
①�分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越分
を含めた利子・配当等収益および売買益
（評価益を含みます。）等の全額とします。
②�収益分配額は、委託者が基準価額の水準・
市況動向等を勘案して決定します。ただし、
分配対象額が少額の場合等には、分配を行
わないことがあります。
③�留保益（収益分配に充てず信託財産内に留
保した利益）については、特に制限を設け
ず運用の基本方針に基づき運用を行いま
す。 マニュライフ・インベストメント・マネジメント株式会社
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■設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 債 券

組入比率
債 券
先物比率

純 資 産
総 � 額(分配落) 税 � 込

分 配 金
期 中
騰 落 率

（設　定　日） 円 円 ％ ％ ％ 百万円
2019年10月25日 10,000 － － － － 2,069

１期（2020年10月26日） 10,063 0 0.6 90.6 △31.0 10,307
２期（2021年10月25日） 10,418 0 3.5 96.9 △72.2 150,176
３期（2022年10月25日） 9,825 0 △5.7 87.1 △41.9 241,812
４期（2023年10月25日） 9,417 0 △4.2 89.0 △� 3.4 172,698

（注１）設定日の基準価額は、設定時の価額です。
（注２）設定日の純資産総額は、設定元本を表示しています。
（注３）基準価額は１万口当たり、騰落率は分配金込みで表示しています。
（注４）当ファンドの値動きと比較する適切な指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数は設定しておりません。
（注５）当ファンドは親投資信託を組入れますので、「債券組入比率」および「債券先物比率」は実質比率を記載しております。
（注６）債券先物比率は「買建比率」－「売建比率」で算出しています。

■当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日 基 準 価 額 債 券
組 入 比 率

債 券
先 物 比 率騰 落 率

（期　首） 円 ％ ％ ％
2022年10月25日 9,825 － 87.1 △41.9

10月末 9,824 △0.0 87.5 △43.0
11月末 9,678 △1.5 85.3 △40.9
12月末 9,449 △3.8 84.8 △36.6

� 2023年�１月末 9,404 △4.3 85.2 △36.7
２月末 9,445 △3.9 86.3 △37.6
３月末 9,442 △3.9 87.1 △36.8
４月末 9,452 △3.8 86.3 △35.7
５月末 9,498 △3.3 87.3 △37.1
６月末 9,549 △2.8 87.1 △� 5.9
７月末 9,498 △3.3 88.6 △� 6.6
８月末 9,504 △3.3 88.6 △� 5.2
９月末 9,450 △3.8 89.0 △� 4.2

（期　末）
2023年10月25日 9,417 △4.2 89.0 △� 3.4

（注１）騰落率は期首比です。（期末基準価額は分配金を含みます。）
（注２）基準価額は１万口当たりで表示しています。
（注３）当ファンドの値動きと比較する適切な指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数は設定しておりません。
（注４）当ファンドは親投資信託を組入れますので、「債券組入比率」および「債券先物比率」は実質比率を記載しております。
（注５）債券先物比率は「買建比率」－「売建比率」で算出しています。
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既払分配金 0円

騰 落 率
（分配金再投資ベース） △4.2％

※�分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資（複利運用）
したものとして、委託会社が算出したもので、ファンドの運用
の実質的なパフォーマンスを示すものです。

※�当ファンドの値動きと比較する適切な指数が存在しないため、
ベンチマークおよび参考指数は設定しておりません。

※�分配金を再投資するかどうかについては、お客様がご利用のコ
ースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税
条件も異なります。従って、各個人のお客様の損益状況を示す
ものではありません。

基準価額等の推移（2022年10月26日から2023年10月25日まで）

第３期末
2022/10/25

第４期首

9,825円

第４期末
2023/10/25

9,417円

第４期末
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・�安定的な利息収入がプラスに寄与しました。

・円建ハイブリッド債券の対国債スプレッドが拡大したことがマイナスに寄与しました。
・国債利回りが上昇したことがマイナスに寄与しました。

上昇要因

下落要因

基準価額の主な変動要因
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債券市況

当ファンド 円ハイブリッド債券インカム・マザー
ファンド

　10年国債利回りは期初の＋0.26％から期末
には＋0.86％へ上昇しました。米金利の上昇や
日銀がイールドカーブ・コントロール政策の長
期金利の上限引き上げを決定したことから長期
金利は大幅に上昇しました。
　円建ハイブリッド債券市場は、金利のボラテ
ィリティ上昇や国内金融政策の不確実性の高ま

りを背景に幅広い銘柄で対国債スプレッドが拡
大する展開となりました。中でも楽天グループ
や第一生命ホールディングスの対国債スプレッ
ドが拡大しました。発行市場では、三菱ＵＦＪ
フィナンシャルグループやかんぽ生命保険等の
金融機関を中心に起債があり、底堅い需要が集
まりました。

　主要投資対象とする「円ハイブリッド債券イ
ンカム・マザーファンド」受益証券の組入比率
は高位に維持しました。

　主に日本企業が発行する円建てのハイブリッ
ド債券に投資することにより、インカム収益の
確保と信託財産の成長をめざして運用を行いま
した。

投資環境

当該投資信託のポートフォリオ

　当ファンドは運用の目標となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。

当該投資信託のベンチマークとの差異
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円ハイブリッド債券インカム・マザー
ファンド
　海外主要国が政策金利を高位に維持する中で
も国内の短期金利は低水準にとどまり、ロール

今後の運用方針

当ファンド
　主要投資対象とする「円ハイブリッド債券イ
ンカム・マザーファンド」受益証券の組入比率
を高位に保ち、インカム収益の確保と投資信託
財産の成長をめざして運用を行う方針です。
　また、実質組入外貨建資産については、原則
として対円での為替ヘッジを行い、為替変動リ
スクの低減を図る方針です。

ダウン効果を得やすい順イールドカーブが継続
すると見ています。円ハイブリッド債券インカ
ム・マザーファンドでは、利回りやロールダウ
ン効果の維持向上を図りつつ、保守的なポート
フォリオを継続します。業種別には景気循環型
や、ノンバンク等の低流動性銘柄は保守的に対
応し、金融やディフェンシブ銘柄を重視します。
銘柄選択にあたっては、クレジット調査を徹底
して信用力等に対して割安な銘柄を保有します。
同時に、ＯＩＳや国債先物といったヘッジ手段
を活用してデュレーションをコントロールする
方針です。

　基準価額水準・市況動向等を勘案した結果、分配金のお支払いは見送りとさせていただきました。
留保益の運用については、特に制限を設けず運用の基本方針に基づき運用を行います。

収益分配金について

（注１）�当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率と
は異なります。

（注２）�「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当した金額です。� �
また、「当期の収益以外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注３）円未満は切り捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税込み）に合致しない場合があります。

第４期
自�2022年10月26日
至�2023年10月25日

当期分配金 （円） －
（対基準価額比率）� （％） －
当期の収益� （円） －
当期の収益以外� （円） －

翌期繰越分配対象額� （円） 309

［分配原資の内訳］ （１万口当たり、税引前）
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＊�期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む。）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果�
です。

＊�各項目毎に円未満は四捨五入してあります。
＊�売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、この�
ファンドに対応するものを含みます。

＊�各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

項目

当期

項目の概要（2022年10月26日～2023年10月25日）

金額 比率

平均基準価額 9,516円 ー 期中の平均基準価額（月末値の平均値）です。

（a）信託報酬 65円 0.682％ （a）信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

（投信会社） （31） （0.330） 委託した資金の運用の対価

（販売会社） （31） （0.330） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後
の情報提供等の対価

（受託会社） （� 2） （0.022） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（b）募集手数料 ー ー

（c）売買委託手数料 0 0.001 （c）売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（先物・オプション） （� 0） （0.001）

（d）有価証券取引税 ー ー （d）有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（e）その他費用 2 0.017 （e）その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（保管費用） （� 0） （0.000） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資
金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （� 0） （0.001） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（印刷） （� 0） （0.002） 印刷は、印刷会社等に支払う法定書類の作成等に係る費用

（その他） （� 1） （0.014） その他は、信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用等

合計 67 0.700

１万口当たりの費用明細
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＊各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。
＊各比率は、年率換算した値です。
＊上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価
証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数
で除した総経費率（年率）は0.70％です。

総経費率
▶0.70％

運用管理費用
（投信会社）
▶0.33％

運用管理費用
（販売会社）
▶0.33％

運用管理費用
（受託会社）
▶0.02％

その他費用
▶0.02％

（参考情報）総経費率
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■売買及び取引の状況（2022年10月26日から2023年10月25日まで）
　親投資信託受益証券の設定、解約状況

設 定 解 約
口 数 金 額 口 数 金 額

千口 千円 千口 千円
円ハイブリッド債券インカム・マザーファンド 8,492,828 8,290,823 71,155,153 69,244,330
（注）単位未満は切り捨てております。

■組入資産の明細（2023年10月25日現在）
　親投資信託残高

項 目 期首（前期末） 当 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
円ハイブリッド債券インカム・マザーファンド 241,643,487 178,981,163 172,698,924
（注１）マザーファンドの2023年10月25日現在の受益権総口数は269,843,427千口です。
（注２）口数・評価額の単位未満は切り捨てております。

■利害関係人との取引状況等（2022年10月26日から2023年10月25日まで）
　期中の利害関係人との取引状況
　　当ファンド
　　　当期中における利害関係人との取引等はありません。

　　円ハイブリッド債券インカム・マザーファンド
　　　当期中における利害関係人との取引等はありません。

� （注）利害関係人とは投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

■第一種金融商品取引業又は第二種金融商品取引業を兼業している委託会社の自己の取引状況
（2022年10月26日から2023年10月25日まで）

　該当事項はありません。

■自社による当ファンドの設定・解約状況（2022年10月26日から2023年10月25日まで）
　該当事項はありません。

■有価証券の貸付及び借入の状況（2023年10月25日現在）
　該当事項はありません。
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■投資信託財産の構成 （2023年10月25日現在）

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
円ハイブリッド債券インカム・マザーファンド 172,698,924 99.0
コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 1,811,292 1.0
投 資 信 託 財 産 総 額 174,510,216 100.0

（注）金額の単位未満は切り捨てております。

■資産、負債、元本及び基準価額の状況

項　　　　　　目 当　期　末
2023年10月25日

(Ａ) 資 産 174,510,216,247円

円ハイブリッド債券インカム・
マ ザ ー フ ァ ン ド（評価額） 172,698,924,232

未 収 入 金 1,811,292,015

(Ｂ) 負 債 1,811,292,015

未 払 解 約 金 1,246,465,024

未 払 信 託 報 酬 561,958,466

そ の 他 未 払 費 用 2,868,525

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 172,698,924,232

元 本 183,395,751,439

次 期 繰 越 損 益 金 △� 10,696,827,207

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 183,395,751,439口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,417円
（注１）�当ファンドの期首元本額は246,114,576,710円、期中追加

設定元本額は8,672,464,170円、期中一部解約元本額は
71,391,289,441円です。

（注２）１口当たり純資産額は0.9417円です。
（注３）�貸借対照表上の純資産総額が元本総額を下回っており、そ

の差額は10,696,827,207円です。

■損益の状況

項　　　　　　目
当　期

自�2022年10月26日
至�2023年10月25日

(Ａ) 有 価 証 券 売 買 損 益 △ 6,083,575,698円 
売 買 益 1,023,232,179
売 買 損 △� 7,106,807,877

(Ｂ) 信 託 報 酬 等 △ 1,210,301,554
(Ｃ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ) △ 7,293,877,252
(Ｄ) 前 期 繰 越 損 益 金 △ 8,658,538,502
(Ｅ) 追 加 信 託 差 損 益 金 5,255,588,547

（配 当 等 相 当 額） (� 2,609,646,990)
（売 買 損 益 相 当 額） (� 2,645,941,557)

(Ｆ) 　 計 　 (Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) △10,696,827,207
(Ｇ) 収 益 分 配 金 0

次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) △10,696,827,207
追 加 信 託 差 損 益 金 5,255,588,547
（配 当 等 相 当 額） (� 2,617,921,931)
（売 買 損 益 相 当 額） (� 2,637,666,616)
分 配 準 備 積 立 金 3,064,390,801
繰 越 損 益 金 △19,016,806,555

（注１）� �損益の状況の中で(Ａ)有価証券売買損益は期末の評価換え
によるものを含みます。

（注２）� �損益の状況の中で(Ｂ)信託報酬等には信託報酬に対する消
費税等相当額を含めて表示しています。

（注３）� �損益の状況の中で(Ｅ)追加信託差損益金とあるのは、信託
の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引い
た差額分をいいます。

（注４）� �収益分配金の計算過程は以下の通りです。
� �計 算 期 間 末 に お け る 費 用 控 除 後 の 配 当 等 収 益

（1,072,199,208円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、
信託約款に規定する収益調整金（2,617,921,931円）およ
び分配準備積立金（1,992,191,593円）より分配対象収益
は5,682,312,732円（10,000口当たり309円）ですが、当
期に分配した金額はありません。

※本運用報告書作成時点において、本計算期間に係るファンド監査は終了していません。
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　デリバティブ取引および外国為替予約取引はヘッジ目的以外には利用しない旨の文言を追加するた
め、信託約款に所要の変更を行いました。
� （2023年７月26日）

　信託期間を無期限に変更するため、信託約款に所要の変更を行いました。
� （2023年７月26日）

　該当事項はありません。

約款変更

運用体制の変更

お知らせ
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円ハイブリッド債券インカム・マザーファンド

第４期
決算日　2023年10月25日

（計算期間：2022年10月26日から2023年10月25日まで）

■当ファンドの仕組みは次の通りです。
決 算 日 毎年10月25日（休業日の場合は翌営業日）

運 用 方 針

①�主として日本企業が発行する円建てのハイブリッド債券に投資します。ただし、市場動向等によって
は円建ての普通社債、日本国債、日本企業が発行する外貨建てのハイブリッド債券等に投資する場合
があります。
②�信託財産の効率的な運用に資するため、および価格変動リスクを回避するため、債券先物取引やクレ
ジット・デリバティブ取引等のデリバティブ取引を利用することがあります。
③�ハイブリッド債券の組入れ比率は原則として高位を維持します。ハイブリッド債券の格付けは、取得
時においてBBB格相当以上（Ｒ＆Ｉ、ＪＣＲ、Ｓ＆ＰのいずれかでBBB-以上またはMoody'sでBaa3
以上）とします。
④外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行い、為替変動リスクの低減を図ります。
⑤�当初の設定日直後、大量の追加設定または解約が発生したとき、金融商品市況の急激な変化が発生ま
たは予想されるとき、償還の準備により資金化が必要なときなど、また信託財産の規模によっては、
上記の運用ができない場合があります。

主な投資対象 主に日本企業が発行する円建てのハイブリッド債券を投資対象とします。

主な投資制限

①債券への投資割合には制限を設けません。
②�投資信託証券（上場投資信託証券を除きます。）への投資割合は、信託財産の純資産総額の５％以下
とします。
③�株式への投資は、転換社債を転換および新株予約権（転換社債型新株予約権付社債の新株予約権に限
ります。）を行使したものに限るものとし、株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下
とします。
④�同一銘柄の株式、転換社債および転換社債型新株予約権付社債への投資割合は、信託財産の純資産総
額の５％以下とします。
⑤�一般社団法人投資信託協会規則に定める一の者に対する株式等エクスポージャー、債券等エクスポー
ジャー及びデリバティブ等エクスポージャーの信託財産の純資産総額に対する比率は、原則としてそ
れぞれ10％、合計で20％以内とすることとし、当該比率を超えることとなった場合には、一般社団
法人投資信託協会規則にしたがい当該比率以内となるよう調整を行うこととします。
⑥�デリバティブ取引等について、一般社団法人投資信託協会規則に定める合理的な方法により算出した
額が、信託財産の純資産総額を超えることとなる投資の指図をしません。
⑦信用取引、空売り、有価証券の貸付け・借入れは行いません。
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■設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 債 券

組 入 比 率
債 券
先 物 比 率

純 資 産
総 � 額期 � 中

騰 落 率
（設　定　日） 円 ％ ％ ％ 百万円
2019年10月25日 10,000 － － － 2,859

１期（2020年10月26日） 10,126 1.3 90.6 △31.0 15,198
２期（2021年10月25日） 10,547 4.2 96.9 △72.2 226,304
３期（2022年10月25日） 10,007 △5.1 87.1 △41.9 352,829
４期（2023年10月25日） 9,649 △3.6 89.0 △� 3.4 260,372

（注１）設定日の基準価額は、設定時の価額です。
（注２）設定日の純資産総額は、設定元本を表示しています。
（注３）基準価額は１万口当たりで表示しています。
（注４）当ファンドの値動きと比較する適切な指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数は設定しておりません。
（注５）債券先物比率は「買建比率」－「売建比率」で算出しています。

■当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日 基 準 価 額 債 券
組 入 比 率

債 券
先� 物� 比� 率騰 落 率

（期　　　首） 円 ％ ％ ％
2022年10月25日 10,007 － 87.1 △41.9

10月末 10,007 0.0 87.5 △43.0
11月末 9,863 △1.4 85.2 △40.9
12月末 9,635 △3.7 84.7 △36.5

2023年１月末 9,594 △4.1 85.0 △36.7
２月末 9,640 △3.7 86.1 △37.6
３月末 9,642 △3.6 86.9 △36.7
４月末 9,656 △3.5 86.3 △35.7
５月末 9,709 △3.0 87.3 △37.0
６月末 9,765 △2.4 87.0 △� 5.8
７月末 9,718 △2.9 88.5 △� 6.6
８月末 9,729 △2.8 88.4 △� 5.2
９月末 9,679 △3.3 88.8 △� 4.1

（期　　　末）
2023年10月25日 9,649 △3.6 89.0 △� 3.4

（注１）騰落率は期首比です。
（注２）基準価額は１万口当たりで表示しています。
（注３）当ファンドの値動きと比較する適切な指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数は設定しておりません。
（注４）債券先物比率は「買建比率」－「売建比率」で算出しています。
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運用経過
■基準価額の推移（2022年10月26日から2023年10月25日まで）

期 　 首：10,007円
期 　 末：� 9,649円
騰 落 率：� △3.6％

※当ファンドの値動きと比較する適切な指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数は設定しておりません。

■基準価額の主な変動要因
・�安定的な利息収入がプラスに寄与しました。
・�円建ハイブリッド債券の対国債スプレッドが拡大したことがマイナスに寄与しました。
・�国債利回りが上昇したことがマイナスに寄与しました。
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■投資環境
［債券市況］
　10年国債利回りは期初の＋0.26％から期末には＋0.86％へ上昇しました。米金利の上昇や日銀
がイールドカーブ・コントロール政策の長期金利の上限引き上げを決定したことから長期金利は大
幅に上昇しました。
　円建ハイブリッド債券市場は、金利のボラティリティ上昇や国内金融政策の不確実性の高まりを
背景に幅広い銘柄で対国債スプレッドが拡大する展開となりました。中でも楽天グループや第一生
命ホールディングスの対国債スプレッドが拡大しました。発行市場では、三菱ＵＦＪフィナンシャ
ルグループやかんぽ生命保険等の金融機関を中心に起債があり、底堅い需要が集まりました。

■当該投資信託のポートフォリオ
　主に日本企業が発行する円建てのハイブリッド債券に投資することにより、インカム収益の確保
と信託財産の成長をめざして運用を行いました。

■今後の運用方針
　海外主要国が政策金利を高位に維持する中でも国内の短期金利は低水準にとどまり、ロールダウ
ン効果を得やすい順イールドカーブが継続すると見ています。円ハイブリッド債券インカム・マザ
ーファンドでは、利回りやロールダウン効果の維持向上を図りつつ、保守的なポートフォリオを継
続します。業種別には景気循環型や、ノンバンク等の低流動性銘柄は保守的に対応し、金融やディ
フェンシブ銘柄を重視します。銘柄選択にあたっては、クレジット調査を徹底して信用力等に対し
て割安な銘柄を保有します。同時に、ＯＩＳや国債先物といったヘッジ手段を活用してデュレーシ
ョンをコントロールする方針です。
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■売買及び取引の状況（2022年10月26日から2023年10月25日まで）
　公社債

買 付 額 売 付 額
国
内

千円 千円
社債券（投資法人債券を含む） 12,766,733 73,093,800

（注１）金額は受け渡し代金です。（経過利子分は含まれておりません。）
（注２）単位未満は切り捨てております。
（注３）社債券（投資法人債券を含む）には新株予約権付社債（転換社債）は含まれておりません。
�
　先物取引の種類別取引状況

種 類 別 買 建 売 建
新 規 買 付 額 決 済 額 新 規 売 付 額 決 済 額

国
内

百万円 百万円 百万円 百万円
債 券 先 物 取 引 － － 397,512 539,124

（注）単位未満は切り捨てております。

　スワップ及び先渡取引状況

種 類 当 期
取 引 契 約 金 額

百万円
金 利 ス ワ ッ プ 72,580
Ｃ � Ｄ � Ｓ 100,452

■１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2022年10月26日～2023年10月25日）
金額 比率

平均基準価額 9,719円 － 期中の平均基準価額（月末値の平均値）です。
(a)�売買委託手数料 0円 0.001％� (a)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数

売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料　　（先物・オプション） （0）�� （0.001）��
(b)�その他費用 1�� 0.014�� (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数
　　（保管費用） （0）�� （0.000）�� ・�保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及

び資金の送金・資産の移転等に要する費用
　　（その他） （1）�� （0.014）�� ・その他は、信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用等

合計 1�� 0.015��
＊期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む。）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
＊各項目毎に円未満は四捨五入してあります。
＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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■利害関係人との取引状況等（2022年10月26日から2023年10月25日まで）
　当期中における利害関係人との取引等はありません。
（注）利害関係人とは投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

■組入資産の明細（2023年10月25日現在）
（Ａ）債券種類別開示
　　国内（邦貨建）公社債

決 算 期 当 期 末

区 分 額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 内 Ｂ Ｂ 格
以下組入比率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
普 通 社 債 券
(含む投資法人債券)

257,200,000
(257,200,000)

231,656,723
(231,656,723)

89.0
(89.0)

－
(－)

89.0
(89.0)

－
(－)

－
(－)

合 計 257,200,000
(257,200,000)

231,656,723
(231,656,723)

89.0
(89.0)

－
(－)

89.0
(89.0)

－
(－)

－
(－)

（注１）(　)内は非上場債で内書きです。
（注２）組入比率は、当期末の純資産総額に対する評価額の割合です。
（注３）額面金額・評価額の単位未満は切り捨てております。
（注４）－印は組入れがありません。
（注５）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。
（注６）残存期間が１年以内の公社債は原則としてアキュムレーションまたはアモチゼーションにより評価しています。

（Ｂ）個別銘柄開示
　　国内（邦貨建）公社債

決 算 期 当 期 末
銘 柄 名 利 率 額 面 金 額 評 価 額 償 還 年 月 日

普通社債券（含む投資法人債券） ％ 千円 千円
第３回関西電力株式会社利払繰延条項・期限前償還条項付無担保社 1.259 4,100,000 3,877,411 2082/３/20
第１回中国電力株式会社利払繰延条項・期限前償還条項付無担保社 0.84 3,200,000 2,939,712 2061/12/23
第２回九州電力株式会社利払繰延条項・期限前償還条項付無担保社 1.09 1,100,000 1,087,427 2080/10/15
日本生命第５回Ｂ号利払繰延条項・期限前償還条項付無担保社債 1.1 500,000 456,300 2051/11/22
第１回朝日生命保険相互会社利払繰延条項・期限前償還条項付無担 1.5 800,000 785,200 2057/２/10
第１回Ａ号株式会社商工組合中央金庫任意償還条項付無担保永久社 1.1 5,000,000 4,488,400 －
第３回ヒューリック株式会社利払繰延条項・期限前償還条項付無担 1.4 100,000 100,348 2057/７/２
第４回ヒューリック株式会社利払繰延条項・期限前償還条項付無担 1.56 1,500,000 1,466,085 2060/７/２
第２回野村不動産ホールディングス株式会社利払繰延条項・期限前 1.48 100,000 94,943 2060/３/13
第３回森ビル株式会社利払繰延条項・期限前償還条項付無担保社債 1.36 700,000 692,636 2057/10/11
第３回楽天株式会社利払繰延条項・期限前償還条項付無担保社債 3.0 600,000 395,916 2058/12/13
第６回楽天株式会社利払繰延条項・期限前償還条項付無担保社債 3.0 20,000,000 11,312,000 2060/11/４
第３回ＥＮＥＯＳホールディングス株式会社利払繰延条項・期限前 1.31 21,600,000 18,215,496 2081/６/15
第３回ＤＭＧ森精機株式会社利払繰延条項・任意償還条項付無担保 2.4 1,600,000 1,578,528 －
第４回ＤＭＧ森精機株式会社利払繰延条項・任意償還条項付無担保 0.9 1,600,000 1,538,720 －
第１回ＮＴＮ株式会社利払繰延条項・期限前償還条項付無担保社債 2.5 4,600,000 4,606,394 2051/３/18
第３回パナソニック株式会社利払繰延条項・期限前償還条項付無担 1.0 13,200,000 11,932,404 2081/10/14
第２回株式会社かんぽ生命保険利払繰延条項・期限前償還条項付無 1.05 14,400,000 13,602,240 2051/１/28
第１回日本生命第５回劣後ローン流動化株式会社利払繰延条項・期 1.05 1,200,000 1,148,016 2050/９/23
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決 算 期 当 期 末
銘 柄 名 利 率 額 面 金 額 評 価 額 償 還 年 月 日

普通社債券（含む投資法人債券） ％ 千円 千円
第１回日本生命第６回劣後ローン流動化株式会社利払繰延条項・期 0.97 15,900,000 14,987,658 2051/５/11
第１回明治安田生命第１回劣後ローン流動化株式会社利払繰延条項 0.88 12,800,000 11,742,720 2051/８/２
第１回全共連第１回劣後ローン流動化株式会社利払繰延条項・期限 0.87 2,900,000 2,692,215 2051/10/25
第１回日本生命第７回劣後ローン流動化株式会社利払繰延条項・期 1.03 3,800,000 3,530,504 2052/５/10
第１回ニプロ株式会社利払繰延条項・期限前償還条項付無担保社債 1.6 3,400,000 3,385,448 2055/９/28
第５回イオン株式会社利払繰延条項・期限前償還条項付無担保社債 1.8 200,000 194,206 2049/12/10
第６回イオン株式会社利払繰延条項・期限前償還条項付無担保社債 2.52 2,700,000 2,516,697 2054/12/11
第７回イオン株式会社利払繰延条項・期限前償還条項付無担保社債 1.74 7,900,000 7,548,687 2050/12/２
第８回イオン株式会社利払繰延条項・期限前償還条項付無担保社債 1.185 400,000 352,416 2051/９/８
第９回イオン株式会社利払繰延条項・期限前償還条項付無担保社債 1.734 5,800,000 4,586,408 2056/９/８
第１４回株式会社三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ任意償還条 0.856 500,000 444,025 －
第１７回株式会社三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ任意償還条 1.804 3,500,000 3,496,185 －
第６回三井住友トラスト・ホールディングス株式会社 1.39 500,000 483,265 －
第１３回株式会社三井住友フィナンシャルグループ任意償還条項付 1.889 2,800,000 2,784,880 －
第５回株式会社みずほフィナンシャルグループ任意償還条項付無担 1.44 1,200,000 1,172,520 －
第１３回株式会社みずほフィナンシャルグループ任意償還条項付無 1.156 600,000 544,014 －
第１５回株式会社みずほフィナンシャルグループ任意償還条項付無 1.785 5,300,000 5,280,125 －
第３回東京センチュリー株式会社利払繰延条項・期限前償還条項付 1.66 5,100,000 4,855,761 2080/７/30
第２回オリックス株式会社利払繰延条項・期限前償還条項付無担保 0.91 500,000 463,700 2080/３/13
第４回オリックス株式会社利払繰延条項・期限前償還条項付無担保 1.13 2,000,000 1,869,240 2081/３/16
第２回株式会社大和証券グループ本社任意償還条項付無担保永久社 1.39 300,000 272,040 －
第３回野村ホールディングス株式会社任意償還条項付無担保永久社 1.3 5,400,000 5,314,518 －
第３回第一生命ホールディングス株式会社利払繰延条項・任意償還 1.124 8,700,000 8,063,856 －
第４回第一生命ホールディングス株式会社利払繰延条項・任意償還 0.9 4,700,000 4,163,260 －
第５回三井住友海上火災保険株式会社利払繰延条項・期限前償還条 1.02 700,000 654,724 2081/２/７
第４回損害保険ジャパン株式会社利払繰延条項・期限前償還条項付 2.5 1,000,000 1,004,820 2083/２/13
第３回東京建物株式会社利払繰延条項・期限前償還条項付無担保社 1.13 900,000 834,120 2061/２/10
第１１７回近鉄グループホールディングス株式会社無担保社債 0.91 400,000 329,992 2040/１/30
第１回株式会社商船三井利払繰延条項・期限前償還条項付無担保社 1.6 1,400,000 1,406,762 2056/４/27
第１回日本航空株式会社利払繰延条項・期限前償還条項付無担保社 1.6 14,000,000 13,781,600 2058/10/11
第２０回株式会社光通信無担保社債 2.12 200,000 173,716 2038/９/21
第２３回株式会社光通信無担保社債 1.38 600,000 522,432 2034/８/８
第３１回株式会社光通信無担保社債 1.38 2,900,000 2,430,867 2036/２/１
第３４回株式会社光通信無担保社債 1.85 7,500,000 5,910,300 2041/６/14
第３７回株式会社光通信無担保社債 1.33 3,500,000 2,857,050 2036/11/４
第１回東北電力株式会社利払繰延条項・期限前償還条項付無担保社 1.545 5,300,000 5,343,778 2057/９/14
第２回東北電力株式会社利払繰延条項・期限前償還条項付無担保社 1.754 1,700,000 1,708,721 2059/９/12
第３回東北電力株式会社利払繰延条項・期限前償還条項付無担保社 2.099 3,300,000 3,309,900 2062/９/15
第３回九州電力株式会社利払繰延条項・期限前償還条項付無担保社 1.3 1,800,000 1,726,614 2080/10/15
第４３回東京電力パワーグリッド株式会社社債 1.42 200,000 174,186 2041/１/21
第４６回東京電力パワーグリッド株式会社社債 1.05 1,400,000 1,263,542 2036/４/22
第４８回東京電力パワーグリッド株式会社社債 0.88 1,200,000 1,053,288 2036/８/29
第５回ソフトバンクグループ株式会社利払繰延条項・期限前償還条 2.75 3,000,000 2,918,490 2056/６/21
第４回ソフトバンクグループ株式会社利払繰延条項・期限前償還条 3.0 12,700,000 12,490,704 2056/２/４
アフラック 2.108 700,000 698,593 2047/10/23

合　　　　　　　　計 257,200,000 231,656,723
（注）額面金額・評価額の単位未満は切り捨てております。
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■有価証券の貸付及び借入の状況（2023年10月25日現在）
　該当事項はありません。

■投資信託財産の構成 （2023年10月25日現在）

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
公 社 債 231,656,723 87.2
コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 34,040,773 12.8
投 資 信 託 財 産 総 額 265,697,496 100.0

（注）金額の単位未満は切り捨てております。

　先物取引の銘柄別期末残高

銘 柄 別 当 期 末
買 建 額 売 建 額

国
内

百万円 百万円
債 券 先 物 取 引 － 8,827

（注１）単位未満は切り捨てております。
（注２）－印は組入れなしです。

　スワップ及び先渡取引残高

種 類 当 期
取 引 契 約 金 額

百万円
金 利 ス ワ ッ プ 72,580
Ｃ � Ｄ � Ｓ 39,000
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■資産、負債、元本及び基準価額の状況

項 目 当　　期　　末
2023年10月25日

(Ａ) 資 産 265,279,729,839円
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 28,906,727,600
公 社 債(評価額) 231,656,723,000
未 収 入 金 3,011,590,411
未 収 利 息 1,125,218,828
差 入 委 託 証 拠 金 579,470,000

(Ｂ) 負 債 4,907,230,661
前 受 金 7,111,113
未 払 解 約 金 2,433,898,885
未 払 利 息 153,918,531
受 入 担 保 金 2,310,000,000
そ の 他 未 払 費 用 2,302,132

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 260,372,499,178
元 本 269,843,427,547
次 期 繰 越 損 益 金 △� � 9,470,928,369

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 269,843,427,547口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,649円

（注１）�当親ファンドの期首元本額は352,584,506,955円、期中追
加設定元本額は17,334,120,987円、期中一部解約元本額
は100,075,200,395円です。

（注２）�当親ファンドを投資対象とする投資信託の当期末元本額は
以下の通りです。
マニュライフ・円ハイブリッド債券インカム・ファンド（年１回決算型）

178,981,163,056円
マニュライフ・円ハイブリッド債券インカム・ファンド（３ヵ月決算型）

90,862,264,491円
（注３）１口当たり純資産額は0.9649円です。
（注４）�貸借対照表上の純資産総額が元本総額を下回っており、そ

の差額は9,470,928,369円です。

■損益の状況

項 目
当　　　　　期

自�2022年10月26日
至�2023年10月25日

(Ａ) 配 当 等 収 益 3,916,132,698円
受 取 利 息 4,541,495,800
支 払 利 息 △� � �625,363,102

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 △15,337,797,500
売 買 益 1,123,742,500
売 買 損 △16,461,540,000

(Ｃ) 先 物 取 引 等 取 引 損 益 △   570,950,158
取 引 益 4,514,699,664
取 引 損 △ 5,085,649,822

(Ｄ) 信 託 報 酬 等 △    42,356,629
(Ｅ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) △12,034,971,589
(Ｆ) 前 期 繰 越 損 益 金 245,372,901
(Ｇ) 追 加 信 託 差 損 益 金 △   418,098,922
(Ｈ) 解 約 差 損 益 金 2,736,769,241
(Ｉ) 　 計 　(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ) △ 9,470,928,369

次 期 繰 越 損 益 金(Ｉ) △ 9,470,928,369
（注１）�損益の状況の中で(Ｂ)有価証券売買損益および(Ｃ)先物取

引等取引損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注２）�損益の状況の中で(Ｄ)信託報酬等には信託報酬に対する消

費税等相当額を含めて表示しています。
（注３）�損益の状況の中で(Ｇ)追加信託差損益金とあるのは、信託

の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引い
た差額分をいいます。

（注４）�損益の状況の中で(Ｈ)解約差損益金とあるのは、中途解約
の際、元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。

※当ファンドは監査対象ではありません。

お知らせ
◆約款変更
　デリバティブ取引および外国為替予約取引はヘッジ目的以外には利用しない旨の文言を追加する
ため、信託約款に所要の変更を行いました。
� （2023年７月26日）

◆運用体制の変更
　該当事項はありません。
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